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「
戦
争
反
対
」
を
訴
え
る
国
際
社
会
と
連
帯
し

ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
の
中
止
を
求
め
る

新
点
数
説
明
会
ア
ピ
ー
ル

理
事
会
声
明

2022年
診療報酬
改定

　

新
型
コ
ロ
ナ
禍
で
医
療
へ

の
抜
本
的
な
予
算
増
が
求
め

ら
れ
る
な
か
、
２
０
２
２
年

度
の
診
療
報
酬
改
定
率
は
本

体
＋
０
・
43
％
で
し
た
。
パ

ン
デ
ミ
ッ
ク
が
本
格
化
す
る

前
の
20
年
度
の
改
定
率
＋
０

・
55
％
よ
り
も
さ
ら
に
低
く

抑
え
ら
れ
ま
し
た
。
特
に
歯

科
改
定
率
は
18
年
度
＋
０
・

69
％
、
20
年
度
＋
０
・
59
％

で
し
た
が
、
今
改
定
で
は
わ

ず
か
＋
０
・
29
％
と
異
常
な

低
さ
と
な
っ
て
い
ま
す
。
感

染
防
止
対
策
の
評
価
を
め
ぐ

っ
て
は
、
診
療
報
酬
上
の
特

例
加
算
が
昨
年
10
月
に
廃
止

　

ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ

の
侵
攻
に
よ
っ
て
市
民
が
傷

つ
き
、
戦
火
を
逃
れ
よ
う
と

す
る
難
民
が
数
百
万
人
規
模

と
な
っ
て
い
る
。
ロ
シ
ア
軍

は
市
街
地
や
原
子
力
施
設
を

攻
撃
す
る
な
ど
の
軍
事
行
動

を

繰

り

返

し
、
報
道
に

よ
れ
ば
医
療

施
設
ま
で
も

攻
撃
の
標
的

と

し

て

い

る
。
同
時
に

日
本
政
府
に

対
し
、
侵
攻

中
止
を
訴
え

る
国
際
世
論

の
先
頭
に
立

る
。
主
権
国
家
へ
の
侵
攻
は

国
連
憲
章
、
国
際
法
に
反
し

て
お
り
、
言
語
道
断
で
あ

る
。

国
連
総
会
で
は
「
即

時
、
完
全
、
無
条
件
撤
退
」

を
求
め
る
非
難
決
議
に
１
４

１
カ
国
が
賛
成
し
、
断
罪
さ

れ
た
。
私
た
ち
は
満
身
の
怒

り
で
ロ
シ
ア
軍
の
暴
挙
に
抗

議
す
る
と
と
も
に
、
直
ち
に

侵
攻
を
中
止
す
る
こ
と
を
強

く
要
求
す
る
。

　

プ
ー
チ
ン
大
統
領
は
、

「
ロ
シ
ア
は
最
強
の
核
保
有

国
の
一
つ
で
あ
り
、
わ
が
国

一
の
戦
争
被
爆
国
の
国
民
と

し
て
到
底
容
認
で
き
る
も
の

で
は
な
い
。

　

プ
ー
チ
ン
大
統
領
の
発
言

を
受
け
、
安
倍
元
首
相
ら
が

米
国
の
核
兵
器
を
同
盟
国
・

日
本
に
配
備
す
る
「
核
共

有
」
の
議
論
を
言
い
出
し
て

い
る
。「
核
共
有
」
は
核
兵

器
の
脅
威
に
は
核
兵
器
で
対

考
え
は
プ
ー
チ
ン
大
統
領
と

同
じ
論
理
で
あ
り
、
平
和
主

義
に
真
っ
向
か
ら
反
す
る
。

憲
法
９
条
は
侵
略
戦
争
の
反

省
に
立
ち
、
戦
争
の
放
棄
と

戦
力
の
不
保
持
を
決
意
し
て

世
界
平
和
へ
の
貢
献
を
謳
っ

て
い
る
。
必
要
な
の
は
、
国

連
憲
章
に
基
づ
く
国
際
秩
序

の
回
復
で
あ
り
、
全
世
界
か

々
が
命
を
奪
わ
れ
る
危
機
に

さ
ら
さ
れ
て
い
る
。
ロ
シ
ア

の
無
法
に
対
し
、
世
界
各
国

の
市
民
が
反
戦
行
動
に
立
ち

上
が
り
、「
戦
争
反
対
」
の

声
を
上
げ
て
い
る
。
私
た
ち

は
国
民
の
命
と
健
康
を
守
る

歯
科
医
師
と
し
て
、
世
界
の

市
民
の
行
動
と
連
帯
し
、
ロ

シ
ア
の
侵
攻
に
断
固
抗
議
す

つ
と
と
も
に
、
非
軍
事
の
支

援
に
全
力
を
尽
く
す
こ
と
を

求
め
る
。

を
攻
撃
す
れ
ば
壊
滅
し
、
悲

惨
な
結
果
に
な
る
」
と
し

て
、
核
戦
力
行
使
の
可
能
性

を
示
唆
し
た
。
そ
の
後
、
核

兵
器
を
い
つ
で
も
使
え
る
体

制
を
と
る
よ
う
軍
部
に
命
令

し
た
と
さ
れ
る
。
国
際
社
会

へ
の
「
核
の
威
嚇
」
は
、
唯

抗
す
る
と
い
う
考
え
に
ほ
か

な
ら
ず
、
被
爆
国
の
政
治
家

と
し
て
の
見
識
が
疑
わ
れ
る

恥
ず
べ
き
姿
勢
だ
。

　

こ
の
機
に
乗
じ
て
政
府
・

与
党
や
一
部
の
野
党
は
改
憲

・
軍
拡
を
強
調
し
て
い
る
。

「
力
に
は
力
」
で
対
抗
す
る

ら
核
兵
器
を
廃
絶
す
る
こ
と

で
あ
る
。

　

今
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
で
は
多

く
の
市
民
が

犠

牲

と

な

り
、
女
性
や

子
ど
も
を
含

む
全
て
の
人

　

協
会
は
３
月
21
日
の
新
点
数
説
明
会
で
、
社
会
保
障
削

減
路
線
の
転
換
と
憲
法
９
条
を
骨
抜
き
に
す
る
改
憲
議
論

の
中
止
を
求
め
る
ア
ピ
ー
ル
を
採
択
し
た
。
全
文
は
次
の

と
お
り
。

　

ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
を
受
け
協
会
は
３
月

12
日
、
理
事
会
声
明
を
発
表
し
た
。
全
文
は
次
の
と
お
り
。

き
た
歯
科
医
療
従
事
者
に
対

す
る
政
府
の
評
価
は
あ
ま
り

に
も
不
十
分
で
す
。
加
え

て
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
が
広

が
り
始
め
た
当
時
に
厚
労
省

が
「
歯
科
治
療
を
控
え
る
よ

う
」
に
求
め
た
事
務
連
絡
も

未
だ
撤
回
さ
れ
て
い
ま
せ

ん
。

重
な
感
染
防

止
対
策
に
取

り
組
み
、
診

療
体
制
の
維

持
に
努
め
て

０
億
円
圧
縮
し
ま
し
た
。
今

年
10
月
か
ら
は
75
歳
以
上
の

窓
口
負
担
の
２
倍
化
や
紹
介

状
の
な
い
大
病
院
受
診
の
定

額
負
担
増
な
ど
を
計
画
し
て

い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
で
病
床

確
保
が
困
難
と
な
る
な
ど
日

本
の
医
療
体
制
の
脆
弱
さ
が

露
呈
し
た
に
も
か
か
わ
ら

「
財
政
再
建
」
を
口
実
に
、

庶
民
い
じ
め
の
消
費
税
が
導

入
さ
れ
33
年
が
経
ち
ま
し

た
。
３
％
で
導
入
さ
れ
た
消

費
税
率
は
現
在
、
10
％
ま
で

引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
し

か
し
、
こ
の
間
に
窓
口
負
担

は
増
大
し
、
財
政
再
建
は
一

向
に
進
み
ま
せ
ん
で
し
た
。

総
額
４
６
６
兆
円
超
（
20
年

度
）
に
達
す
る
な
ど
富
の
偏

在
が
顕
著
に
な
っ
て
い
ま

す
。

　

社
会
保
障
費
削
減
の
一
方

で
、
軍
事
費
は
10
年
連
続
で

前
年
度
を
上
回
り
、
８
年
連

続
で
過
去
最
大
と
な
り
ま
し

た
。
こ
う
し
た
中
、
岸
田
首

　

岸
田
政
権
は
、
安
倍
・
菅

政
治
の
社
会
保
障
費
削
減
路

線
を
継
承
し
て
い
ま
す
。
コ

ロ
ナ
禍
に
も
か
か
わ
ら
ず
22

年
度
予
算
で
は
医
療
・
介
護

報
酬
を
抑
え
込
み
、
６
６
０

０
億
円
と
見
込
ま
れ
た
社
会

保
障
費
の
自
然
増
を
２
２
０

さ
れ
た
上
、
歯
科
医
療
機
関

向
け
の
支
援
金
は
ゼ
ロ
と
な

り
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
で
厳

ず
、
公
的
病
院
の
病
床
削
減

計
画
を
強
引
に
進
め
よ
う
と

し
て
い
ま
す
。
政
府
は
、
憲

法
25
条
が
定
め
る
〝
国
民
の

命
と
健
康
を
守
る
責
務
〞
を

放
棄
し
て
い
る
と
言
わ
ざ
る

を
得
ま
せ
ん
。

　

「
社
会
保
障
の
充
実
」
と

国
の
税
収
を
見
れ
ば
、
消
費

税
増
税
に
よ
る
税
収
の
多
く

が
大
企
業
や
大
資
産
家
に
対

す
る
減
税
に
消
え
た
こ
と
は

明
ら
か
で
す
。
労
働
者
の
賃

金
が
減
る
一
方
で
、
コ
ロ
ナ

禍
で
も
大
企
業
は
内
部
留
保

を
７
兆
円
以
上
積
み
増
し
、

相
は
「
敵
基
地
攻
撃
能
力
」

保
有
の
検
討
を
表
明
し
、
先

制
攻
撃
も
辞
さ
な
い
〝
戦
争

す
る
国
〞
造
り
を
進
め
よ
う

と
し
て
い
ま
す
。
同
時
に
憲

法
へ
の
自
衛
隊
の
明
記
や
緊

急
事
態
条
項
の
創
設
を
口
実

に
、
９
条
を
骨
抜
き
に
す
る

た
め
の
改
憲
を
進
め
よ
う
と

し
て
い
ま
す
。

　

今
、
政
府
が
な
す
べ
き
こ

と
は
軍
拡
や
憲
法
を
変
え
る

こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
私

た
ち
は
医
療
人
と
し
て
、
国

民
の
命
と
健
康
を
何
よ
り
大

切
に
す
る
政
治
へ
の
転
換
を

求
め
ま
す
。
憲
法
25
条
と
９

条
を
暮
ら
し
に
生
か
し
、
社

会
保
障
の
充
実
と
恒
久
平
和

を
実
現
す
る
た
め
に
全
力
を

尽
く
し
ま
す
。

９条改憲NO！
新署名にご協力
お願いします

協会行事案内
お申し込みは右のQR
コードから協会行事予
定の「お申込み」へ

▽
岸
和
田
会
場

　
　

日
時　

４
月
16
日
（
土
）
午
後
７
時
〜
９
時

　
　

会
場　

南
海
浪
切
ホ
ー
ル
（
岸
和
田
市
港
緑
町
１
‐
１
）

　
　

定
員　

１
３
０
人
（
先
着
順
）

▽
高
槻
会
場

　
　

日
時　

４
月
23
日
（
土
）
午
後
６
時
30
分
〜
８
時
30
分

　
　

会
場　

高
槻
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　

（
高
槻
市
桃
園
町
２
‐
１
）

　
　

定
員　

40
人
（
先
着
順
）

※
会
費
は
会
員
・
ス
タ
ッ
フ
無
料
、
会
員
院
所
未
入
会
勤
務
医
１

万
円

※
『
２
０
２
２
年
改
定
の
要
点
と
解
説
』
を
お
持
ち
く
だ
さ
い

２
０
２
２
年
度
診
療
報
酬
改
定 

新
点
数
説
明
会

日
時　

６
月
12
日
（
日
）午
前
10
時
〜
午
後
０
時

会
場　

Ｍ
＆

Ｄ
ホ
ー
ル
（
保
険
医
会
館
東
隣
り
）

講
師　

濱
島
淑
恵
氏
（
大
阪
歯
科
大
学
教
授
）

会
費　

無
料　
　

定
員　

現
地
60
人
＋
Ｗ
ｅ
ｂ

市
民
講
座
「『
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
』
を
知

っ
て
い
ま
す
か
？
」

日
時　

５
月
21
日
（
土
）

　
　
　

午
後
２
時
30
分
〜
４
時
30
分

会
場　

大
阪
府
保
険
医
会
館
会
議
室

講
師　

堀
口
正
二
氏
（
社
会
保
険
労
務
士
）

定
員　

20
人

※
要
事
前
申
し
込
み

ス
タ
ッ
フ
採
用
、
雇
用
契
約
の
留
意
点
〜

雇
用
相
談
事
例
、
最
近
の
相
次
ぐ
法
改
正

を
ふ
ま
え
て

医
科
・
歯
科
協
会
共
催　

雇
用
セ
ミ
ナ
ー

▷ 府内中心の歯科求
人情報
▷ スマホからの閲覧
も可能
▷ 大阪府歯科保険医
協会運営
アクセスはコチラ

☞

大阪の歯科医院で
働きたい人のための
求人情報サイト

http://osk-net.org/job/

毎月15日更新

新点数説明会
YouTubeで
録画配信中

次の手順に従ってご視聴ください。
１ ．大阪府歯科保険医協会HPにアク
セス（「大阪府歯科保険医協会」で
検索）

２ ．HPの「会員ページ」をクリック
する 
▶ユーザー名 
　hokeni@osk-net.org 
▶パスワード 
　osk2021

３ ．最新情報の「新点数説明会動画」
をクリックする

４ ．YouTubeが開きますので、その
ままご視聴ください

新しいくらしをはじめませんか？新

春の住まいと

医院の相談会
の住まいと

医院の相談会
予約特典
あり！春戸建て、マンション、

リフォーム仲介、資産活用など相談無料

4月24日（日）10：00～16：30

日時・場所

大阪府保険医協同組合会館M&Dホール
大阪市浪速区幸町１－２－34　最寄り駅：地下鉄なんば駅

素敵な景品が
当たるかも！

空くじなし！
お楽しみ抽選会

ワインかスイーツ、
どちらかプレゼント

相談会に事前ご予約の上、
ご来場いただくと

16:00受付終了

●お問い合わせ先　大阪府保険医協同組合　tel 06-6568-2741（担当：白山・新飯田）

ワークショップ

暮らしに「緑」を
オリジナル寄せ植えづくり
Ⓐ11：00～12：30Ⓑ14：00～15：30（M&Dホール相談会会場内）

5,000円材料費

講 師

猪
い の

鼻
は な

 一
か ず

帆
ほ

氏
数々の受賞歴のある最も注目の若手造園師


